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中国・四国地方 名前

問1 香川県高松市の南部など、瀬戸内地方の地域に見られる「ため池」の役割と、その背景となる自然環境について述べた文として、正しいものは
どれですか。 （2023年 群馬県公立入試 類似）

1. 季節風の影響で冬の降雪量が多く
、春先の融雪洪水から耕地を守るた
めに一時的に水を貯める必要がある
。

2. 広大な平野が広がり河川の勾配が
緩やかなため、湿地帯を乾燥させて
宅地化するために水を抜く必要があ
る。

3. 四国山地によって湿った南東の季
節風が遮られ、降水量が少なくなる
ため、人工的に水を貯める必要があ
る。

4. 黒潮の影響で年間を通じて温暖湿
潤な気候であるため、二毛作を行う
ための大量の灌漑用水が必要である
。

問2 日本の農業に関する統計資料において、農業就業者1人あたりの耕地面積が約1.6haと全国で最も小さい水準にありながら、農業産出額における
野菜の割合が他地域よりも高い地域が見られます。このような地域が、北海道のような大規模経営を行う地域と比較して、生産を維持するため
に重視している経営上の背景として最も適切なものを次の中から選びなさい。 （2018年 長崎県公立入試 類似）

1. 限られた耕地に多くの資本や労働
力を投入し、土地あたりの収益性を
高める背景

2. 広大な原野を牧草地として活用し
、一頭あたりの生産コストを抑える
背景

3. 労働生産性を高めるために大型機
械を導入し、一人あたりの作付面積
を拡大する背景

4. 温暖な気候と豊富な水資源を利用
し、米の二期作によって収穫回数を
増やす背景

問3 日本地図における中国地方の各県の配置を考えたとき、日本海側に位置する島根県から、他の都道府県へ陸路で移動する場合、直接隣の県に入
ることができない組み合わせはどれですか。 （2024年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 島根県から岡山県への移動 2. 島根県から鳥取県への移動 3. 島根県から山口県への移動 4. 島根県から広島県への移動

問4 島根県において、２００７年や２０１３年に観光客総数が大きく跳ね上がり、年間３０００万人を超えるピークを記録しました。このような観
光客の急増をもたらした歴史的・文化的な背景として最も適切なものはどれですか。 （2026年 島根県公立入試 類似）

1. 県内全域で高速道路が一度に全線
開通し、物流の拠点となったこと

2. 石見銀山の世界遺産登録や、出雲
大社での遷宮が行われたこと

3. 県内居住者の移動を促進するため
に、県主導で大規模なレジャー施設
が次々と建設されたこと

4. 大規模な工業団地が沿岸部に整備
され、県外からのビジネス客が急増
したこと

問5 中国・四国地方の白地図において、瀬戸内海に面した中国地方西部の地域に位置する県の特徴として、最も適切なものはどれですか。 （2022年

静岡県公立入試 類似）

1. 県庁所在地の岡山市に、日本三名
園の一つである後楽園がある。

2. 県庁所在地の山口市に、国宝の五
重塔で知られる瑠璃光寺がある。

3. 県庁所在地の松江市に、国宝の城
郭である松江城がある。

4. 県庁所在地の広島市に、世界文化
遺産である原爆ドームがある。

問6 統計資料において、第2次産業の割合が約15パーセント、人口密度が1平方キロメートルあたり約630人と示される岡山県には、日本を代表する
重化学工業の拠点があります。この拠点の名称と立地する市の組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2019年 愛知県公立入試 類似）

1. 周南コンビナート ― 周南市 2. 鹿島コンビナート ― 神栖市 3. 水島コンビナート ― 倉敷市 4. 四日市コンビナート ― 四日市市

問7 日本の諸地域の産業構造について、広島県の特色を「工業」と「観光」の両面から説明したものとして最も適切なものはどれですか。 （2016年

和歌山県公立入試 類似）

1. 農業産出額においてミカンなどの
果実が占める割合が突出しており、
製造業は地場産業を中心とした小規
模なものに留まっている。

2. 製造品出荷額よりも農業産出額の
方が大きく、特にサクランボや米の
生産に特化している。

3. 製造品出荷額が8兆円を超えて非
常に高く、さらに世界遺産などの観
光資源により宿泊者数も多いという
、工業と観光のバランスが取れた構
造である。

4. 宿泊者数は4県の中で最も多いが
、製造品出荷額は1兆円を下回り、観
光業への依存度が極めて高い。

問8 愛媛県において、みかんをはじめとする果樹栽培が非常に盛んである理由として、自然環境の特色をふまえて説明したものとして最も適切なも
のはどれですか。 （2019年 兵庫県公立入試 類似）

1. 大規模な灌漑施設によって水の供
給が安定しており、小麦やにんじん
の栽培に最も適しているから

2. 年間を通じて降水量が非常に多く
、常に湿潤な平坦地が広がっている
から

3. 瀬戸内海沿岸の温暖な気候に恵ま
れ、水はけが良く日当たりの良い傾
斜地が多いから

4. 冬の寒さが厳しく、病害虫の発生
を抑えることができる高冷地が中心
だから

問9 四国地方を構成する4つの県のうち、太平洋側に位置し、黒潮の影響を受けた温暖な気候を利用した農業などが盛んな高知県の県庁所在地はどこ
ですか。 （2018年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 高知市 2. 高松市 3. 徳島市 4. 松山市

問10 岡山県を含む瀬戸内海沿岸の地域では、年間を通じて降水量が少なく晴天の日が多いという特徴があります。このような気候が形成される地理
的な要因として最も適切な説明はどれですか。 （2025年 愛知県公立入試 類似）

1. 平坦な地形が続いており、湿った
空気が上昇して雨雲に発達するきっ
かけとなる高い山地が周辺に全く存
在しないため。

2. 日本海からの北西季節風が中国山
地を越える際、フェーン現象によっ
て大量の湿った空気がそのまま流れ
込んでくるため。

3. 北側に中国山地、南側に四国山地
があり、それぞれの季節風が運ぶ湿
った空気がこれらの山地で遮られる
ため。

4. 季節風の影響を直接受ける位置に
あるが、対馬海流の影響で上昇気流
が発生しにくく、雲が発達しないた
め。

問11 四国地方では2010年時点で、野菜が農業産出額の3割以上を占める主要な品目となっています。特に高知県の平野部で、黒潮（日本海流）の影
響による温暖な気候を活かし、ビニールハウスなどを用いて出荷時期を早めることで高い収益を得る栽培方法を何といいますか。 （2025年

宮城県公立入試 類似）

1. 近郊農業 2. 抑制栽培 3. 促成栽培 4. 二毛作

問12 1998年に神戸・淡路・鳴門自動車道が開通したことで、徳島県産の地鶏は京阪神の市場へより迅速に運ばれるようになりました。この事例のよ
うに、交通網の整備が地域の農林水産業に与える影響を分析する際、注意すべき視点として適切なものはどれですか。 （2018年 広島県公立入試 類似）

1. 生産量の増加が、インフラ開通の
時期と一致しているか、また実際に
そのインフラが活用されているかを
確認する

2. 輸送経路の確認よりも、生産現場
での技術革新のみに注目して分析を
行う

3. 生産量が増加していれば、インフ
ラ整備以外の要因を検討する必要は
ないと判断する

4. インフラ開通よりも前に生産量が
増加している場合を、最もインフラ
の効果があった事例として扱う


